
 

 
 

菊陽杉並木公園拡張整備基本設計業務委託に係る公募型プロポーザル実施要項 

 

１ 趣旨 

この実施要項（以下「本要項」という。）は、菊陽杉並木公園拡張整備基本設計業務

委託（以下「本業務」という。）の受託者を公募型プロポーザル方式（以下「本プロポ

ーザル」という。）により選定するために必要な事項を定めるものである。菊陽杉並木

公園を拡張整備するにあたり、「アーバンスポーツ施設」及び「町民グラウンド」など

を整備し、将来的に「菊陽町総合運動公園」として管理・運営する予定である。特に全

国大会や世界大会の誘致が可能なアーバンスポーツ施設（スケートボード等）について

は、全国的に整備事例が少ないことから、豊かな経験、確かな技術力、関係団体等との

調整力、柔軟かつ高度な発想力及び想像力を有する最適な設計者を選定することを目的

とする。 

 

２ 業務概要 

業務名：菊陽杉並木公園拡張整備基本設計業務委託 

業務内容：別紙仕様書のとおり 

業務場所：熊本県菊池郡菊陽町大字原水地内 

業務期間：契約締結日の翌日から令和６年５月３１日(金)まで 

予算限度額：５０，０００，０００円（消費税及び地方消費税の額を含む） 

 

３ 選定方法 

本要項に記載する企画提案書等を求め、提案事業者の経験並びに実施の能力、提案内

容及び見積価格を総合的に比較検討し、最適な候補者を本プロポーザルにより選定する。 

 

４ 参加資格 

参加資格を有する者（共同企業体等の場合は、構成員全員とする。）は、次に掲げる

要件の全てに該当するものとする。なお、企画提案書提出後においても、資格要件を満

たさなくなった場合は、当該参加者の参加資格を取り消すこととする。 

(1) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当する

者ではないこと。 

(2) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）又は民事再生法（平成１１年法律第２

２５号）等に基づく再生又は再生手続等を行っていないこと。 

(3) 宗教活動や政治活動を主たる目的とする者ではないこと。 

(4) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２

条第２号に規定する暴力団及びそれらの利益となる活動を行うものではないこと。 

(5) 菊陽町工事等請負・委託契約に係る指名停止等の措置要領（平成８年菊陽町要領

第３号）に基づく指名停止措置を契約予定日までの間、受けていない者であること。 

 (6) 市町村税等の滞納がないこと。 

(7) この公告日において、九州内に本社又は支店（営業所、事務所含む）を有する者

であること。また、日本国内に本社を有する者は、九州内に本社又は支店（営業所、

事務所含む）を有する者と共同企業体を形成することを条件として応募することが

できる。 



 

 
 

 

５ 応募条件 

(1) 提出書類は、１事業者（共同企業体の構成員を含む。）につき１案とする。 

(2) 共同企業体で応募する場合は、名称を設定し、代表者となる団体等を選定するこ

と。なお、代表団体及び構成員の変更は、原則として認めない。 

(3) 出資比率については共同企業体間において取り決めるものとする。 

 

６ 現場説明の有無 

 本プロポーザルに係る現場説明は行わない。応募者が現地確認を行い、町が質問に回

答することで必要な説明を行うものとする。 

 

７ スケジュール 

内容 期日 

公募の開始 令和６年１月１０日（水） 

質問の受付 
令和６年１月１０日（水）から 

令和６年１月２５日（木）正午まで 

質問に対する回答 令和６年１月２９日（月）まで 

参加意向申出書の提出期限 令和６年１月３０日（火）午後５時まで 

企画提案書類の提出期限 令和６年２月 ９日（金）正午まで 

書類審査（一次審査）結果通知 

※参加意向申出者が４者を超える場合のみ 
令和６年２月１４日（水） 

本審査（プレゼンテーションの実施） 令和６年２月１９日（月） 

審査結果通知 令和６年２月下旬予定 

契約予定時期 令和６年２月下旬予定 

 

８ 本要項及び仕様書に関する質問の受付及び回答 

(1) 受付方法 

  質問書（様式第１０号）により電子メールにて「１７ 事業担当部署」へ提出する

こと。なお、必ず電話により受信の確認をすること。 

(2) 受付期間 

  令和６年１月１０日（水）から令和６年１月２５日（木）正午まで 

(3) 回答方法 

  令和６年１月２９日（月）までに質問回答書としてとりまとめ、菊陽町ホームペ

ージ上に掲載する。なお、回答にあたり、質問をした社名又は名称等は明らかにし

ない。また、質問内容に事業者が特定されるものがある場合は、回答から除外する

ことがある。 

(4) その他 

 ① 上記の受付方法及び受付期間以外の質問は、一切受けつけない。 

 ② 回答の内容に疑義がある場合でも、町はそれ以上の質問に回答しない。 

 ③ 回答内容は、本要項等の追加または修正とみなす。 

 



 

 
 

９ 参加意向申出書の提出 

 本プロポーザルに参加を希望する者は、次の書類等を提出すること。 

 なお、期限までに参加意向申出書の提出がない者については、本プロポーザルに参加

できない。  

提出書類 ①参加意向申出書【様式第１号】 

②共同企業体届出書兼委任状【様式第２号】※共同企業体の場合のみ 

③会社概要【様式第３号】 

④登記事項証明書（履歴事項全部証明書又は現在事項全部証明書） 

⑤滞納のない証明書（所在地において滞納のないことを証する書類） 

⑥協力設計事務所等届出書【様式第４号】 ※必要な場合のみ 

⑦業務執行体制表【様式第５号】 

⑧業務実績書【様式第６号】 

⑨予定技術者の経歴調書【様式第７号】 

提出期限 令和６年１月３０日（火）午後５時まで 

提出先 

及び 

提出方法 

持参又は郵送により「１７ 事業担当部署」へ提出すること。持参の場

合は土日、祝日を除く午前９時から午後５時までに提出すること。郵

送の場合は、一般書留又は簡易書留により提出期限内に必着のこと。 

提出部数 １０部（正本１部とし、副本９部は複写で可） 

 

１０ 企画提案書類等の提出 

 本プロポーザルの参加意向申出を行った者は、次の書類を提出すること。 

提出書類 ①企画提案提出書【様式第８号】 

②企画提案書【任意様式】 

※ 企画提案書は別紙１に掲げる評価基準及び仕様書を踏まえ、以下

のことについて具体的に提案すること。また、用紙の大きさはＡ４版

を基本とし、文字の大きさは１１ポイント以上、表紙及び目次を除き

１０頁以内とすること。 （文字を補完するための図、写真、イラスト、

イメージ図の使用も可とする。） 

・本業務の実施方針、コンセプト 

・本業務の各作業事項の実施手法及びスケジュール 

・提案する施設配置のレイアウト（案） 

・整備後の大会誘致等に係る実現性と根拠 

③見積書【様式第９号】 

④見積内訳書 【任意様式】※仕様書 「３業務の内容」の （１）～（５）

ごと（（１）はさらに施設ごと）に項目分けし、記載すること。 

提出期限 令和６年２月９日（金）正午まで 

提出先 

及び 

提出方法 

持参又は郵送により「１７ 事業担当部署」へ提出すること。持参の場

合は土日、祝日を除く午前９時から午後５時まで （最終日は正午まで）

に提出すること。郵送の場合は、一般書留又は簡易書留により提出期

限内に必着のこと。 

提出部数 １０部（正本１部とし、副本９部は複写で可） 

※別途提出書類の電子データ（PDF）も電子メールにて提出すること。 



 

 
 

１１ 書類審査 

 参加意向申出者が４者を超えるときは、提出のあった書類等により書類審査（一次審

査）を行い、プレゼンテーションに進む上位４者を選定する。書類審査（一次審査）を

したときは、選定後速やかに全ての参加意向申出者に結果を電子メールにより通知する。 

なお、選定結果に対する質問及び異議申し立てには一切応じない。 

参加意向申出者が４者以内の場合、書類審査はプレゼンテーションと併せて実施する。 

 

１２ プレゼンテーション及びヒアリングの実施 

実施日時 令和６年２月１９日（月） 

※実施場所及び開始時間は、別途電子メールにより通知する。 

所要時間 ・プレゼンテーション ２５分以内 

・質疑応答 １５分以内 

内容 企画提案書の要旨説明、質疑応答 

※プレゼンテーションで使用する資料は、提出された参加意向申出関

係書類及び企画提案関係書類の内容とし、新たに書き加えること及

び別の図表等を追加することはできない。 

参加者 ３人以内（本業務に携わる予定の管理技術者を含むこと。） 

その他 ・プレゼンテーションの順番は、企画提案関係書類の受理順とし、指

定時間の１５分前までに指定する控室に待機すること。 

・指定した時間に遅れた場合は、失格とする。 

・電子データを使って説明を行う場合、プロジェクター及びスクリー

ンは本町で用意するが、パソコン等必要機材は持参すること。 

・プレゼンテーションは非公開とする。 

 

１３ 審査・評価方法等 

審査・評価方法等については、次のとおりとする。 

(1) 本プロポーザルの実施に当たっては、提案者からの提出書類、プレゼンテーショ

ン及びヒアリングによる、参加資格、企画提案内容等確認、審査、評価を厳正に行

った上で、最優秀提案者を選定する。 

(2) 本プロポーザルの評価検討は、町が別に定める「菊陽杉並木公園拡張整備基本設

計委託業務公募型プロポーザル選定委員会」（以下「選定委員会」という。）におい

て行う。 

(3) 評価項目及び配点は、別紙１「評価項目及び配点」によるものとし、最低基準点

を満たしたものの内から最も合計点数の高い提案をしたものを最優秀提案者とする。

なお、合計点数が同点の者があった場合は、企画提案内容、事業者の実績、業務実

施体制、見積価格の順に評価点数を比較するものとし、全ての評価点数が同じ場合

は、選定委員会で協議の上、最優秀提案者を決定する。 

(4) 最低基準点は６０点×委員数とする。 

(5) 提案者が１者の場合でも審査を行い、最低基準点を満たした場合は、最優秀提案

者とする。 

(6) 評価結果（最優秀提案者の名称、各提案者の評価点数）については、プレゼンテ

ーション参加者に通知するとともに、菊陽町ホームページに掲載する。 



 

 
 

(7) 評価の経緯、結果に関する質問及び異議申し立てには一切応じない。 

 

１４ 失格要件 

次に掲げる項目に該当する場合は、失格とする。 

① 提出書類に虚偽の記載がある場合 

② 提出期限を過ぎて提出書類が提出された場合 

③ 選定委員会の委員又は関係者にプロポーザルに対する援助を直接的又は間接的に

求める等の不正な接触をした場合 

④ 本要項「２ 業務概要」の予算限度額を超える金額で見積書が提案された場合 

⑤ 契約締結までの間に参加要件を満たさないと発覚した場合 

⑥ 提案にあたり著しく信義に反する行為等があった場合 

⑦ その他本実施要項に違反した場合 

 

１５ 契約の協議及び締結 

(1) 本プロポーザルにおいて最優秀提案者に選定された者と協議を行い、見積書を徴

取し、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号の規定による随意契約により

契約を締結するものとする。 

(2) 選定された最優秀提案者が「４ 参加資格」の要件を満たさないと判明したとき、

又はその他の理由により契約の締結ができない場合は、評価の点数が高かった提案

者の順に協議を行うものとする。 

 (3) 契約を締結する者は、契約保証金として、契約金額の１００分の１０以上の額を

契約締結前に納付しなければならない。ただし、菊陽町財務規則（平成１８年規則

第１６号）第８４条第１項各号のいずれかに該当する場合には、契約保証金の全部

又は一部を免除することができる。 

 

１６ その他 

(1) 本プロポーザルに要する一切の費用は、参加者の負担とする。 

(2) 本町が受領した提出書類については、返却しない。 

(3) 提出書類の提出後の修正又は変更は、原則認めない。 

(4) 提出された資料の著作権は、提案者に帰属するものとする。ただし、本プロポー

ザルに関する評価、選定、説明、公表等のため必要な場合は、提案者に承諾なく無償

で使用できるものとする。 

(5) 提出された書類等については、菊陽町情報公開条例及びその他関連する条例又は

規則等に基づき、取り扱う。 

(6) 本プロポーザルの手続きにおいて使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本

円、日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）によるものとする。 

(7) 本プロポーザルは最適な設計者を選定するためのものであり、提案内容の履行を

保証するものではない。町及び関係者と協議、調整を行い、設計業務を進めること。 

(8) 現地測量業務は別途発注する。 

(9) 参加意向申出書を提出した後であっても、プロポーザル参加辞退届【様式第１１

号】を提出することにより参加の辞退を申し出ることができる。この場合において、

本案件後の本町の契約に関して不利益な扱いをしないものとする。 



 

 
 

 

１７ 事業担当部署（問合せ先） 

菊陽町教育委員会 施設整備課  

〒８６９－１１９２ 

熊本県菊池郡菊陽町大字久保田２８００番地 

ＴＥＬ：０９６－２３２－６５００ 

ＦＡＸ：０９６－２３３－４０１０ 

Ｅ-ｍａｉｌ： shisetsuseibi@town.kikuyo.lg.jp  

mailto:shisetsuseibi@town.kikuyo.lg.jp


 

 
 

 

別紙１ 評価項目及び配点 

 
評価項目 評価基準 配点 

書類審査 
業務実施体制 

（20 点） 

・同種・類似業務実績を有している者や、有効な資格

保有者、十分な経験を有する者を配置するなど、適正

な人員体制であるか。 

20 

事業者の実績 

（20 点） 

・アーバンスポーツ施設整備に関する同種・類似業

務を受託した実績があるか。 20 

見積価格 

（5 点） 

・見積価格は適正に算定されているか。 
5 

プレゼンテ

ーション 

企画提案内容 

（55 点） 

・半導体企業の立地等に伴う経済発展や人口増加が

進む菊陽町における本業務実施の目的、条件、趣旨を

正しく理解し、その実現に有効な方針、コンセプトが

示されているか。 

20 

・業務量を把握し、業務実施手順及びスケジュール

は妥当であるか。 
10 

・計画地の現況、地域特性などが適切に整理され、有

効な施設レイアウトが提案できているか。 
10 

・アーバンスポーツ（スケートボード等）の全国大会

や世界大会誘致が実現可能な具体的な提案、根拠が

示されているか。 

15 

 満点：100 

 ※ 配点審査基準 

   非常に優れている・・・ （配点×1.0） 

   優れている・・・・・・ （配点×0.8） 

   普通・・・・・・・・・ （配点×0.5） 

   やや劣る・・・・・・・ （配点×0.3） 

   劣る・・・・・・・・・ （配点×0.1） 

   提案、具体性がない・・（配点×0.0） 

 


